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二 

誠
忠
剛
武
並
び
な
く 

 
 

 

夢
に
入
る
か
護
国
の
士 

達
識
叡
智
類
い
な
く 

 
 
 

自
由
を
唱
う
不
死
の
人 

嗚
呼
先
賢
に

い
さ
お

績

あ
り       

三
才

（
注
一
）

秀
で
尊
し
や 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

（
注
二
）

孕
湾
頭
軒
高
く 

 
 
 
 
 

（
注
三
）

兼
山
碑
下
に
庭
清
し 

協
力
一
致
誓
し
て 

 
 
 
 

集
う
同
袍
意
気
強
し 

嗚
呼
勉
め
よ
や
竭つ

く

せ
よ
や 

 

冠
す
る
土
佐
の
名
に
叶か

な

え 

 
 

 
 

 

四 

そ
れ

（
注
四
）

右
文
と
尚
武
こ
そ 

 
 

強
者
の
競
う
栄
冠
ぞ 

人
道
正
義
の
理
想
こ
そ 

 
 

王
者
の
担
う
使
命
な
れ 

嗚
呼
吾
れ

う享
け
ん
不
朽
の
名 

奮
え
や
土
州
健
男
児 

（
大
正
十
一
年
五
月 

教
諭 
越
田
三
郎
作
歌
） 

 
 

 
 

（
注
一
）
土
佐
中
学
校
で
は
知
育
、
体
育
、
徳
育
の
三
つ
を
重
ん
じ
た 

 
 

 
 

（
注
二
）
孕
湾
（
は
ら
み
わ
ん
）
は
潮
江
地
区
の
南
に
位
置
す
る
入
江 

 
 

（
注
三
）
土
佐
藩
家
老
野
中
兼
山
の
遺
徳
を
偲
ぶ
墓
碑
が
筆
山
に
あ
る 

（
注
四
）
右
文
（
ゆ
う
ぶ
ん
）
は
学
問
を
尊
ぶ
こ
と
、
尚
武
と
合
わ
せ
文
武
両
道 
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一 

設 

立 

趣 

意 

書 

 
本
校
は
大
戦
後
国
運
の
進
展
に
伴
う
中
等
学
校
内
容
充
実
の
趣
意
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
校
令
の
示
す
所
に
よ
り
中
堅
国
民
の
養

成
を
目
的
と
す
る
の
は
論
を
俟
た
な
い
が
、
ま
た
一
面
高
等
教
育
を
受
け
る
に
十
分
な
基
礎
教
育
に
力
を
尽
く
し
修
業
後
は
進
ん
で
上
級
学

校
に
向
か
い
他
日
国
家
の

ぎ
ょ
う
ぼ
う

翹

望
す
る
人
士
の
輩
出
を
期
す
る
の
で
あ
る
。 

 

川
崎
宇
田 

財 

団 

法 
人 
寄 

附 

行 

為 

沿
革 
大
正
九
年
二
月
廿
四
日
許
可 

仝
十
二
年
二
月
十
日
変
更 

 

第
一
條 

 

本
財
団
法
人
は
国
家
有
為
の
人
材
を
養
成
す
る
目
的
を
も
っ
て
中
学
校
を
経
営
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
條 

 

本
財
団
法
人
は
川
崎
宇
田
財
団
法
人
と
称
す
る
。 

第
三
條 

 

本
財
団
法
人
の
事
務
所
は
当
分
の
う
ち
高
知
県
土
佐
郡
潮
江
村
九
十
八
番
地
の
二
土
佐
中
学
校
内
に
置
く
。 

第
四
條 

 

本
財
団
法
人
の
設
立
者
川
崎
幾
三
郎
宇
田
友
四
郎
は
第
一
條
の
事
業
費
と
し
て
資
金
八
十
万
円
を
寄
附
す
る
。 

第
五
條 
 

前
條
寄
付
金
の
う
ち
二
十
五
万
円
以
内
を
創
立
費
に
六
十
万
円
以
上
を
維
持
資
金
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
創
立
費
に

余
剰
を
生
じ
た
と
き
は
国
債
証
券
そ
の
他
確
実
な
有
価
証
券
の
購
入
ま
た
は
郵
便
貯
金
銀
行
預
金
等
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ

を
利
殖
す
る
。
た
だ
し
、
有
価
証
券
お
よ
び
銀
行
の
選
定
に
関
し
て
は
理
事
会
の
議
決
を
要
す
る
。 

前
項
の
証
券
は
郵
便
局
ま
た
は
日
本
銀
行
に
託
し
て
保
管
す
る
。 
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第
六
條 

 

本
財
団
法
人
の
経
費
は
維
持
資
金
の
利
子
お
よ
び
授
業
料
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
支
弁
し
い
か
な
る
場
合
に
お
い

て
も
維
持
資
金
の
消
費
を
許
さ
な
い
。 

第
七
條 

 

前
條
の
収
入
に
剰
余
を
生
じ
た
場
合
は
こ
れ
を
資
金
に
編
入
し
、
ま
た
は
翌
年
度
に
繰
越
す
。 

第
八
條 

 
本
財
団
法
人
の
予
算
は
遅
く
と
も
毎
年
度
開
始
の
一
ケ
月
前
に
理
事
会
の
議
決
を
経
、
決
算
は
年
度
終
了
後
監
事
の
認
定
を
経

る
も
の
と
す
る
。 

第
九
條 

 

本
財
団
法
人
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
一
日
に
終
わ
る
。 

第
十
條 

 

本
財
団
法
人
に
理
事
七
名
以
内
監
事
二
名
書
記
一
名
を
置
く
。 

第
十
一
條 

設
立
者
ま
た
は
そ
の
家
督
相
続
人
は
歴
代
相
承
け
て
本
財
団
法
人
の
理
事
と
な
る
。 

 

設
立
者
ま
た
は
そ
の
家
督
相
続
人
以
外
の
一
名
は
学
校
長
に
委
嘱
し
、
そ
の
他
は
設
立
者
ま
た
は
そ
の
家
督
相
続
人
に
お
い
て 

 
 

 
  
 

こ
れ
を
嘱
託
す
る
。 

設
立
者
ま
た
は
そ
の
家
督
相
続
人
の
嘱
託
に
よ
る
理
事
の
任
期
は
三
ケ
年
と
す
る
。 

第
十
二
條 

理
事
中
に
理
事
長
お
よ
び
専
務
理
事
各
一
名
を
置
く
。
理
事
長
は
理
事
会
に
お
い
て
互
選
し
専
務
理
事
は
学
校
長
で
あ
る
理
事

に
嘱
託
す
る
。 

理
事
長
は
本
財
団
法
人
を
代
表
し
て
、
こ
れ
に
関
す
る
一
切
の
こ
と
を
統
理
す
る
。
理
事
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
理
事
長 

の
指
定
し
た
理
事
が
こ
れ
に
代
わ
る
。 

専
務
理
事
は
理
事
長
の
命
を
受
け
て
専
ら
常
務
に
従
事
す
る
。 

第
十
三
條 

理
事
長
は
必
要
に
応
じ
て
理
事
会
を
招
集
す
る
。 

理
事
会
は
過
半
数
の
理
事
が
出
席
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
。 

理
事
会
の
議
事
は
出
席
理
事
過
半
数
の
同
意
を
得
て
こ
れ
を
決
定
す
る
。 
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可
否
同
数
で
あ
る
時
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。 

理
事
会
の
議
長
は
理
事
長
に
任
せ
る
。 

第
十
四
條 

監
事
は
理
事
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
。
そ
の
任
期
は
三
カ
年
と
す
る
。 

監
事
は
本
財
団
法
人
の
財
産
お
よ
び
事
業
を
監
査
す
る
。 

 
 

 
 

 
監
事
は
理
事
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
五
條 

任
期
あ
る
理
事
お
よ
び
監
事
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
直
ち
に
こ
れ
を
補
充
す
る
。
た
だ
し
補
欠
者
の
任
期
は
前
任
者
の
残
存

期
間
と
す
る
。 

第
十
六
條 

書
記
の
嘱
託
お
よ
び
解
属
は
専
務
理
事
が
こ
れ
を
行
う
。 

 
 

 
 

 

書
記
は
専
務
理
事
の
指
揮
を
受
け
て
庶
務
に
従
事
す
る
。 

第
十
七
條 

寄
附
行
為
は
理
事
総
数
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
て
、
主
務
官
庁
の
認
可
を
経
る
の
で
な
け
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。 

附 

則 

第
四
條
の
寄
附
金
の
う
ち
二
十
万
円
は
設
立
許
可
の
申
請
と
同
時
に
、
四
十
万
円
は
大
正
九
年
三
月
三
十
一
日
迄
に
授
受
を
終
了
す
る
も
の 

と
す
る
。 

 

創 

立 

当 

時 

役 

員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

 
 

阿
部 

亀
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理 

事 
 

 

川
崎 

幾
三
郎 

理 

事 
 
 

宇
田 

友
四
郎 
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理 

事 
 
 

川
島 

正
件 

理 

事 
 
 

安
藝 

喜
代
香 

理 

事 
 
 

北
川 

信
從 

専
務
理
事 

 

三
根 

圓
次
郎 

監 

事 
 
 

中
谷 

速
水 

監 

事 
 
 

池
本 

浩
靜 

幹 

事 
 
 

大
森 

貞
次
郎 

（
そ
の
後
の
異
動
は
省
略
） 

 

一 

沿 

革 

概 

要 

 

故
川
崎
幾
三
郎
及
び
宇
田
友
四
郎
の
両
氏
は
早
く
か
ら
県
下
の
為
に
私
財
を
投
じ
て
公
共
的
事
業
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
意
が
あ
り
、
大

正
七
、
八
年
の
こ
ろ
予
て
か
ら
昵
懇
で
あ
る
北
川
信
從
氏
に
其
の
事
業
の
選
択
を
委
嘱
し
た
。
以
来
北
川
氏
は
審
思
熟
慮
し
永
久
に
且
つ
普

遍
的
に
両
氏
の
素
志
を
貫
徹
す
る
の
は
教
育
事
業
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
判
断
し
、
之
を
両
氏
に
通
じ
た
と
こ
ろ
両
氏
も
ま
た
大
い
に
之
に

賛
同
し
其
の
資
金
六
十
万
円
を
提
供
し
、
十
万
円
を
設
備
費
と
し
五
十
万
円
を
基
本
金
と
す
る
財
団
法
人
と
し
て
之
を
管
理
し
予
科
（
訳
者

注
）
を
付
設
す
る
中
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
協
定
し
た
。 

（
訳
者
注
：
中
学
進
学
予
備
ク
ラ
ス
。
修
学
年
限
二
年
。
小
学
五
・
六
年
次
に
相
当
） 

 

大
正
九
年
一
月
十
四
日
、
新
潟
県
立
中
学
校
長
三
根
圓
次
郎
が
校
長
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
を
承
諾
し
、
同
年
二
月
八
日
着
任
、
開
校
準
備
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に
努
め
、
同
月
二
十
四
日
付
を
以
て
土
佐
中
学
校
及
び
川
崎
宇
田
財
団
法
人
設
立
が
認
可
さ
れ
、
同
年
四
月
十
六
日
、
本
科
入
学
式

を
挙
行
し
て
生
徒
二
十
八
名
に
入
学
を
許
可
し
、
高
知
市
帯
屋
町
川
崎
幾
三
郎
氏
控
え
家
に
於
い
て
授
業
を
開
始
す
る
。 

大
正
九
年
四
月
二
十
一
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
、
マ
キ
ル
エ
ン
夫
人
に
英
語
教
授
を
嘱
託
す
る
。 

大
正
九
年
五
月
六
日
、
予
科
入
学
式
を
挙
行
し
、
第
一
学
年
十
名
、
第
二
学
年
十
五
名
に
入
学
を
許
可
し
て
予
科
の
授
業
を
開
始
す
る
。 

大
正
九
年
六
月
十
六
日
よ
り
同
十
年
十
月
ま
で
医
学
博
士
武
田
鹿
雄
氏
毎
週
二
時
特
志
を
以
て
英
語
教
授
を
担
当
さ
れ
る
。 

大
正
九
年
七
月
、
従
来
よ
り
土
佐
郡
江
ノ
口
町
に
於
い
て
学
校
敷
地
を
調
査
中
で
あ
っ
た
が
都
合
に
よ
り
同
郡
潮
江
村
に
変
更
調
査
を
開
始

し
、
同
年
十
月
十
日
に
同
地
に
確
定
し
、
同
年
十
二
月
二
十
七
日
敷
地
購
入
を
完
了
す
る
。 

大
正
十
年
二
月
十
五
日
、
埋
立
工
事
を
開
始
す
る
た
め
地
鎮
祭
を
行
い
、
翌
十
六
日
よ
り
起
工
す
る
。 

大
正
十
年
四
月
七
日
、
入
学
式
を
挙
行
し
、
本
科
第
一
学
年
十
四
名
、
予
科
第
二
学
年
六
名
、
予
科
第
一
学
年
十
三
名
に
入
学
を
許
可
す
る
。 

大
正
十
年
八
月
、
新
築
工
事
に
着
手
す
る
。 

大
正
十
年
十
一
月
二
日
、
マ
キ
ル
エ
ン
夫
人
転
任
に
つ
き
、
メ
リ
ー
・
ボ
ル
ム
ズ
、
及
び
ジ
イ
ー
・
ポ
ウ
ル
ズ
両
嬢
に
、
英
語
教
授
を
嘱
託

す
る
。 

大
正
十
年
十
一
月
九
日
、
理
事
北
川
信
從
氏
が
来
校
さ
れ
て
職
員
生
徒
一
同
と
記
念
撮
影
を
行
う
。 

大
正
十
年
十
一
月
十
日
、
理
事
川
崎
幾
三
郎
氏
が
脳
溢
血
で
逝
去
さ
れ
、
同
十
三
日
葬
儀
が
あ
り
、
職
員
生
徒
一
同
参
列
す
る
。 

理
事
川
崎
幾
三
郎
氏
が
逝
去
さ
れ
た
の
で
、
北
川
信
從
、
宇
田
友
四
郎
氏
等
が
相
談
し
て
、
前
も
っ
て
当
時
の
土
佐
銀
行
関
係
者
に

よ
っ
て
拠
金
し
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
川
崎
幾
三
郎
氏
の
銅
像
は
土
佐
中
学
校
構
内
に
建
設
す
る
こ
と
に
協
定
し
た
。 

大
正
十
一
年
一
月
十
五
日
、
埋
立
工
事
が
終
了
す
る
。 

大
正
十
一
年
三
月
六
日
、
理
事
川
崎
幾
三
郎
氏
遺
族
の
川
崎
松
子
は
故
人
の
遺
志
を
継
ぎ
、
学
校
基
本
金
と
し
て
金
十
万
円
、
同
設
備
費
と

し
て
金
五
万
円
を
寄
附
さ
れ
、
そ
れ
で
本
校
の
基
本
金
六
十
万
円
と
な
っ
た
。 
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大
正
十
一
年
三
月
二
十
二
日
よ
り
新
校
舎
に
移
転
準
備
の
た
め
職
員
生
徒
一
同
校
具
の
運
搬
を
す
る
。 

大
正
十
一
年
三
月
末
日
、
校
舎
新
築
第
一
期
工
事
落
成
し
、
同
年
四
月
一
日
よ
り
第
二
期
工
事
に
着
手
す
る
。 

大
正
十
一
年
四
月
八
日
、
生
徒
入
学
式
を
挙
行
し
、
本
科
第
一
学
年
十
六
名
、
予
科
第
二
学
年
十
名
、
予
科
第
一
学
年
十
名
に
入
学
を
許
可

し
、
土
佐
郡
潮
江
村
新
校
舎
に
於
い
て
授
業
を
開
始
す
る
。 

大
正
十
一
年
五
月
よ
り
生
徒
の
制
服
を
、
夏
期
は
霜
降
り
、
冬
期
は
紺
色
の
小
倉
立
襟
背
広
服
と
定
め
る
。 

大
正
十
一
年
十
月
末
日
、
校
舎
新
築
第
二
期
工
事
完
成
す
る
。
其
の
工
費
二
十
万
円
で
予
定
の
建
築
費
に
お
い
て
十
万
円
の
不
足
を
生
じ
、

川
崎
宇
田
両
出
資
者
に
於
い
て
支
出
さ
れ
た
。 

大
正
十
一
年
十
一
月
十
九
日
、
川
崎
幾
三
郎
氏
銅
像
除
幕
式
挙
行
。 

大
正
十
二
年
二
月
、
開
校
記
念
碑
建
設
。 

大
正
十
三
年
四
月
二
十
七
日
、
理
事
長
北
川
信
從
氏
逝
去
。
同
三
十
日
、
全
校
霊
柩
を
見
送
る
。 

大
正
十
三
年
七
月
、
ボ
ル
ム
ズ
、
ポ
ウ
ル
ズ
両
嬢
辞
任
。 

大
正
十
四
年
九
月
一
日
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ブ
レ
デ
ィ
氏
に
英
語
教
授
を
嘱
託
す
る
。 

昭
和
五
年
三
月
二
十
日
、
ブ
レ
デ
ィ
氏
辞
任
。 

昭
和
五
年
四
月
十
日
、
学
校
長
住
宅
建
築
開
始
、
八
月
二
十
九
日
住
居
を
移
転
。 

  
 
 
 
 
 
 

本 

校 

の 

特 

に 

留 

意 

し 

た 

点 

 

一
、
個
人
指
導
に
重
き
を
置
き
教
授
能
率
の
増
進
を
計
る
こ
と 

 
 

一
、
天
賦
の
能
力
を
発
揮
し
自
発
的
修
養
に
努
め
さ
せ
る
こ
と 
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一
、
堅
忍
剛
毅
の
性
格
、
健
実
な
思
想
を
養
成
す
る
こ
と 

 
 

一
、
責
任
を
重
ん
じ
好
ん
で
労
に
就
く
習
慣
を
養
う
こ
と 

 
 

一
、
運
動
を
奨
励
し
養
護
上
の
注
意
を
怠
ら
ず
以
て
体
位
の
向
上
を
計
る
こ
と 

 

本 

校 

の 

実 

際 

【
学
年
編
成
】 

本
科
第
一
学
年
に
入
学
さ
せ
た
も
の
の
外
に
小
学
校
第
四
学
年
修
了
者
よ
り
選
抜
し
た
も
の
に
よ
り
成
る
、
終
了
年
限
二
ヶ
年
の
予
科
を
置

く
。 

各
学
年
、
予
科
に
あ
っ
て
は
約
十
五
名
、
本
科
に
あ
っ
て
は
第
五
学
年
を
除
き
約
二
十
五
名
で
あ
る
。 

第
五
学
年
の
人
員
は
第
四
学
年
よ
り
上
級
学
校
に
進
む
も
の
の
数
に
よ
り
一
定
せ
ず
、
現
在
は
九
名
で
あ
る
。 

 

【
教
授
】 

各
自
の
能
力
学
力
に
応
じ
教
科
書
以
外
に
材
料
を
工
夫
選
択
し
個
人
指
導
に
努
め
る
。 

各
教
室
に
辞
書
を
豊
富
に
備
え
、
自
学
自
習
の
習
慣
を
養
成
す
る
。 

第
四
学
年
の
第
三
学
期
に
は
英
、
国
、
漢
、
数
に
あ
っ
て
は
、
ほ
ぼ
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
持
た
せ
る
こ
と
を
期
す
。 

予
科
に
一
週
三
時
間
の
英
語
を
課
す
。 

 

【
体
育
】 

体
操
の
授
業
時
数
を
普
通
規
程
よ
り
一
時
間
多
く
課
す
。 
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毎
月
末
、
身
体
状
況
及
び
体
力
を
検
査
し
、
養
護
上
に
遺
憾
な
い
よ
う
に
期
す
る
。 

運
動
を
盛
ん
に
奨
励
す
る
。 

運
動
の
際
は
裸
体
を
奨
励
し
、
九
月
初
め
黒
ん
坊
会
に
て
そ
の
等
級
を
表
彰
す
る
。 

備
考 

こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
放
課
後
残
っ
て
何
ら
か
の
運
動
に
従
事
す
る
も
の
毎
日
平
均
全
校
生
徒
の
三
分
の
一
を
超
え
、

全
国
及
び
県
下
中
学
校
に
比
べ
そ
の
身
体
検
査
の
成
績
、
別
表
に
示
す
よ
う
に
、
優
秀
で
あ
る
の
は
本
校
の
最
も
幸
い
と
す
る
所
で

あ
る
。 

 

【
訓
練
】 

毎
月
一
回
第
四
学
年
生
が
主
と
な
り
向
陽
会
と
称
す
る
自
治
修
養
会
を
開
き
、
各
学
年
よ
り
の
風
紀
そ
の
他
に
関
す
る
希
望
を
発
表
論
議
し

互
い
に
戒
め
て
校
規
の
振
作
向
上
を
図
る
。 

 

備
考 

当
会
合
に
於
け
る
問
題
事
項
は
大
略
左
記
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 

一
、
敬
礼
を
確
実
に
す
る
、
某
の
敬
礼
悪
い
。 

一
、
図
書
室
の
整
頓
悪
い
。 

一
、
便
所
の
下
駄
の
整
頓
。 

一
、
何
学
年
の
掃
除
は
常
に
遅
れ
る
。 

一
、
他
級
の
授
業
中
は
静
粛
に
歩
く
。 

一
、
土
俵
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。 

一
、
武
術
道
具
の
整
頓
、
他
人
の
道
具
を
使
う
な
。 
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一
、
講
堂
に
入
る
と
き
静
粛
に
す
る
。 

一
、
黒
板
に
落
書
す
る
も
の
が
あ
る
。 

一
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
る
な
。 

一
、
左
側
通
行
を
励
行
せ
よ
。 

一
、
コ
ー
ト
を
自
転
車
で
通
る
な
。 

一
、
試
験
の
時
に
物
を
借
り
る
な
。 

一
、
柔
道
の
畳
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。 

 

清
潔
整
頓
、
図
書
、
運
動
器
具
の
整
理
、
監
督
等
凡
そ
一
切
の
作
業
は
総
て
生
徒
の
各
係
に
よ
り
自
治
的
に
行
わ
せ
る
。 

毎
年
一
回
、
一
同
創
立
者
故
川
崎
幾
三
郎
氏
の
墓
を
弔
い
、
謝
恩
と
共
に
報
恩
の
念
を
堅
め
さ
せ
る
。 

無
監
視
販
売
を
実
施
し
、
公
徳
心
の
涵
養
に
資
す
る
。 

閲
覧
室
に
県
先
輩
の
伝
記
、
内
外
英
傑
の
史
記
そ
の
他
健
全
な
書
を
集
め
、
随
時
閲
覧
さ
せ
て
向
上
心
を
喚
起
し
、
健
実
な
環
境
を
与
え
る

こ
と
に
努
め
る
。 

級
長
を
置
か
ず
、
週
番
を
も
っ
て
是
に
代
え
る
。
そ
の
規
程
左
記
の
と
お
り
。 

 

【
週
番
勤
務
規
程
】 

第
一
条 

生
徒
の
自
治
心
及
び
責
任
観
念
を
涵
養
し
、
併
せ
て
指
揮
監
督
の
練
習
を
さ
せ
る
た
め
週
番
制
度
を
設
け
る
。 

第
二
条 

週
番
は
各
学
級
に
正
副
各
一
名
と
す
る
。 

第
三
条 

週
番
の
割
り
出
し
は
各
学
級
ご
と
に
級
会
長
が
行
う
。
級
会
長
は
土
曜
日
午
前
中
に
次
週
の
勤
務
者
を
発
表
す
る
も
の
と
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す
る
。 

 

第
四
条 

週
番
の
交
代
は
通
常
土
曜
日
放
課
後
と
す
る
。
交
代
は
新
旧
両
者
立
会
の
上
、
旧
週
番
は
其
の
保
管
す
る
帳
簿
書
籍
物
品

簿
を
点
検
し
、
之
を
新
週
番
に
引
き
継
ぎ
且
つ
勤
務
上
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
申
し
送
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
条 
級
会
長
は
週
番
に
服
務
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

第
六
条 

週
番
勤
務
者
は
当
該
学
級
生
徒
の
風
紀
振
作
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
七
条 

週
番
の
日
常
の
勤
務
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
イ
）
毎
日
生
徒
の
出
欠
を
調
査
し
之
を
出
席
簿
に
記
入
す
る
。 

（
ロ
）
教
室
備
え
付
け
物
品
の
整
理
。 

（
ハ
）
掃
除
当
番
の
割
り
出
し
。 

（
ニ
）
教
師
と
生
徒
と
の
間
の
伝
達
。 

（
ホ
）
毎
朝
登
校
し
た
ら
教
室
廊
下
の
硝
子
戸
を
開
き
換
気
を
行
い
、
且
つ
教
壇
机
上
の
塵
埃
を
払
う
。 

（
ヘ
）
週
番
勤
務
録
に
所
用
の
記
載
を
行
い
、
通
常
土
曜
日
午
前
中
に
学
級
主
任
に
提
出
す
る
。 

（
ト
）
正
週
番
は
教
師
が
教
室
に
臨
場
及
び
退
出
の
際
「
起
立
」
「
礼
」
、
体
育
教
練
ノ
時
「
頭
右
《
左
》
」
を
号
令
す

る
。 

備
考 

級
会
長
は
互
選
に
よ
り
そ
の
任
期
は
一
学
期
間
と
す
る
。 

 

【
成
績
考
査
】 

成
績
考
査
は
随
時
是
を
行
い
、
特
に
学
期
末
を
も
っ
て
せ
ず
、
そ
の
結
果
は
学
期
の
中
間
及
び
学
期
末
の
二
回
に
亘
っ
て
発
表
す
る
。 
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成
績
の
評
語
は
左
の
よ
う
に
行
う
。 

 
 

 
 

甲 

九
〇
点
以
上 

 

乙 

八
〇
点
以
上 

 

丙 

七
〇
点
以
上 

丁 

六
〇
点
以
上 

 

戊 

六
〇
点
未
満 

一
科
目
六
〇
点 

平
均
七
〇
点
以
上
を
合
格
と
す
る
。 

 

【
授
業
料
】 

月
額
予
科
一
円
五
十
銭 
本
科
三
円
八
十
銭
（
県
立
学
校
と
同
額
） 

是
を
開
校
当
時
よ
り
職
員
恩
給
基
金
に
充
て
る
た
め
に
積
立
て
現
在
高
五
万
余
円
に
上
っ
た
。 

此
の
外
に
試
験
用
紙
費
、
印
刷
代
、
小
運
動
器
具
費
と
し
て
毎
学
期
一
円
を
納
付
さ
せ
る
。 

 

【
給
費
生
】 

身
体
強
健
、
操
行
優
良
、
学
業
成
績
が
級
の
上
位
を
占
め
、
学
費
な
き
も
の
に
対
し
、
願
い
に
よ
り
予
科
に
あ
っ
て
は
授
業
料
を
免
除
し 

本
科
に
あ
っ
て
は
月
額
十
七
円
以
下
の
学
費
を
給
与
す
る
。 

 

備
考 

給
費
人
員
及
び
給
費
額
調
べ 

大
正
九
年
度 

 
 

八
名 

 
 

金
七
百
九
十
七
円 

大
正
十
年
度 

 
 

九
名 

 
 

金
五
百
八
十
円
八
十
銭 

大
正
十
一
年
度 

 

五
名 

 
 

金
五
百
五
十
一
円
八
十
銭 
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大
正
十
二
年
度 

 

七
名 

 
 

金
四
百
五
十
六
円
五
十
銭 

大
正
十
三
年
度 

 

五
名 

 
 

金
二
百
十
円
三
十
銭 

大
正
十
四
年
度 

 

三
名 

 
 

金
百
二
十
三
円
四
十
銭 

大
正
十
五
年
度 

 

四
名 

 
 

金
百
三
十
六
円
八
十
銭 

昭
和
二
年
度 

 
 

二
名 

 
 

金
七
十
九
円
二
十
銭 

昭
和
三
年
度 

 
 

二
名 

 
 

金
八
十
三
円
六
十
銭 

昭
和
四
年
度 

 
 

一
名 

 
 

金
二
十
六
円
六
十
銭 

四
年
度
九
月
分
ヨ
リ
支
給 

 
 

 

計 
 
 

四
十
六
名 

 

金
三
千
四
十
六
円 

 

寄
宿
舎
状
況 

舎
監
一
名
そ
の
家
族
と
共
に
構
内
に
居
住
し
、
舎
生
の
援
助
指
導
に
当
た
り
、
是
を
助
け
る
の
に
同
じ
く
構
内
に
家
族
と
共
に
居
住
す
る
書

記
一
名
を
お
き
、
相
共
に
生
徒
と
の
接
触
を
密
に
し
相
互
理
解
を
は
か
り
温
情
を
も
っ
て
是
に
臨
み
、
生
徒
に
責
任
を
重
ん
じ
真
の
自
治
の

意
義
を
体
得
尊
重
さ
せ
る
こ
と
に
務
め
る
。 

 

一
、
編
成 

一
室
四
名
を
収
容
す
る
。
舎
室
十
二
あ
り
、
現
在
舎
生
四
十
二
名
。
上
級
生
徒
一
名
を
各
室
に
配
し
其
の
室
長
と
し
取
締
及
び
輔
導
に
当
た

ら
せ
る
。 
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二
、
役
員
及
び
そ
の
任
務 

毎
学
期
互
選
に
よ
り
舎
務
係
、
学
芸
係
、
運
動
係
、
作
業
係
各
二
名
を
置
き
舎
務
を
分
担
さ
せ
る
、
別
に
室
長
よ
り
成
る
評
議
員
あ
り
。 

 
 

  
任
務 

舎
務
係
は
起
床
・
就
床
・
運
動
・
黙
学
・
炊
事
等
一
切
の
時
刻
の
報
告
を
な
し
、
献
立
表
を
作
り
舎
監
に
是
を
提
出
す
る
。 

学
芸
係
は
毎
月
一
回
修
養
会
を
開
き
、
毎
週
一
回
週
報
を
編
集
し
、
舎
監
の
検
閲
を
経
て
舎
生
に
配
布
す
る
。 

運
動
係
は
朝
食
前
夕
食
後
の
運
動
奨
励
を
任
と
す
る
。 

作
業
係
は
室
の
内
外
の
清
潔
整
頓
の
督
励
、
庭
園
の
整
理
を
任
と
す
る
。 

評
議
員
は
舎
の
改
善
を
協
議
し
、
そ
の
実
行
の
責
を
任
と
す
る
。 

 

三
、
日
課
及
び
そ
の
時
刻 

（
第
二
学
期
） 

 

起 
 

床 
 

 

六
時 
 

 

朝
の
挨
拶 

 
六
時
十
分 

 

食
前
運
動 

 

朝 
 

食 
 

 

七
時 

 
 

登
校 

 
 
 

始
業
前
十
分 

 

外 
 

出 
 

 

放
課
後
よ
り
夕
食
時
迄 

 

夕 
 

食 
 

 

五
時 

 
 

食
後
運
動
又
は
作
業 

 

黙 
 

学 
 

 

六
時
三
十
分
よ
り
九
時
三
十
分
迄 

（
中
途
に
て
二
十
分
休
憩
） 

 

夕
の
挨
拶 

 
 

九
時
三
十
分 

 

消 
 

灯 
 

 

十
時 
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四
、
学
資
金
取
扱 

出
納
簿
を
備
え
舎
監
は
之
を
保
管
し
生
徒
は
各
自
所
定
の
帳
簿
に
よ
り
必
要
に
応
じ
理
由
を
申
し
出
て
受
け
取
る
、
そ
の
収
支
決
算
は
毎
月

一
回
父
兄
に
報
告
す
る
。 

一
ヶ
月
の
学
資
金
あ
ら
ま
し
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。 

 
 

一
、
食
費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
〇
円
八
〇
銭 

 
 

一
、
授
業
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
円
八
〇
銭 

 
 

一
、
舎
費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
円 

 
 

一
、
試
験
用
紙
及
び
運
動
具
費 

 
 

一
円 

 

（
一
学
期
に
一
度
納
入
の
分
） 

 
 

一
、
雑
費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 
 
 
 
 
 

二
〇
円
六
〇
銭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
洋
服
及
び
教
科
書
代
金
は
こ
の
外
で
あ
る
） 

 

五
、
娯
楽
機
関 

談
話
及
び
娯
楽
の
場
所
と
し
て
休
憩
室
を
設
け
新
聞
雑
誌
図
書
及
び
種
々
の
娯
楽
器
具
を
備
え
付
け
る
。 

 

六
、
炊
事 自

炊 
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入 

学 

試 

験 

規 

程 

 
 
 
 
 
 
 
 

受 

験 

手 

続 
一
、
入
学
志
願
者
は
、
毎
年
予
科
は
二
月
中
、
本
科
は
三
月
中
に
そ
の
保
護
者
が
入
学
願
書
及
び
本
人
の
履
歴
書
を
当
該
小
学
校
長
に
提
出

し
て
そ
の
推
薦
を
請
い
、
小
学
校
よ
り
取
調
書
を
添
え
て
本
校
へ
進
達
す
る
も
の
と
す
る 

（
入
学
願
書
履
歴
書
及
び
取
調
書
の
所
定
用
紙
を
本
校
よ
り
送
付
す
る
） 

受 

験 

資 

格 

一
、
小
学
校
に
お
け
る
成
績
が
全
級
生
徒
数
の
十
分
の
一
以
内
で
、
当
該
学
校
長
の
推
薦
を
経
て
、
な
お
本
校
を
修
了
し
た
後
更
に
上
級
学

校
へ
進
む
志
願
者
に
限
る 

一
、
予
科
第
一
学
年
入
学
者
は
尋
常
小
学
校
第
四
学
年
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の 

一
、
本
科
第
一
学
年
入
学
者
は
尋
常
小
學
校
の
課
程
を
卒
業
し
た
も
の 

 

試 

験 

期 

日 

本
科
第
一
学
年
に
あ
っ
て
は
二
月
中
旬
、
予
科
第
一
學
年
に
あ
っ
て
は
三
月
中
旬 

試 

験 

の 

内 

容 

左
の
五
項
の
中
よ
り
行
う 

一
、
学
課
試
験 

 

主
と
し
て
国
語
算
術 

二
、
実
地
授
業
に
よ
る
学
習
状
態
及
び
修
得
能
力
の
調
査 

三
、
心
理
測
定
法
に
よ
る
記
憶
判
断
推
理
注
意
等
の
能
力
の
調
査 

四
、
体
格
検
査 
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五
、
口
頭
試
問 

現
在
・
過
去
職
員
表
、
昭
和
五
年
度
学
校
経
費
調
、
本
科
各
学
生
生
徒
移
動
調
、
各
学
年
生
徒
年
齢
調
、
各
学
年
生
徒
出
席
歩
合
、
在
学
生

出
身
校
調
、
中
学
校
生
徒
体
格
検
査
比
較
表
、
卒
業
及
修
了
者
在
学
中
ノ
移
動
調
、
上
級
入
学
校
別
及
其
人
員
調
、
出
身
者
動
静
調
、
教
科

書
配
当
表
（
以
上
略
） 

私
立
土
佐
中
學
校
校
内
配
置
図 

      
 

（
私
立
土
佐
中
學
校
校
内
配
置
図 

写
真
） 

 
 

 

 

私立土佐中學校構内配置図
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校
舎
説
明
書 

一
、
校
舎
敷
地 

 
 

二
千
八
百
二
十
七
坪
五
合 

 
 
 
 
 
 

一
、
宿
寄
舎
建
物
延
坪 

 
 
 

二
百
九
十
九
坪
五
合 

一
、
運
動
場 

 
 

 

二
千
四
百
五
十
坪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
関
及
廊
下
共 

 
 
 
 

百
七
十
七
坪 

 

一
、
建
物
延
坪 

 
 

六
百
七
十
坪
四
合
六
勺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浴
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
六
坪 

 
 
 
 
 
 
 
 

内
訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物
置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
坪 

 
 

 
 

 

本
校
舎
二
階
建 

 
 

二
百
四
十
七
坪
七
合
一
勺 

 
 
 
 

炊
事
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
八
坪 

 
 

 
 

 

玄
関
車
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 

七
坪 

 
 
 
 
 
 
 
 

食
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
八
坪 

 
 

 
 

 

付
属
平
屋
天
秤
室
及
暗
室 

 
 

四
坪
五
合 

 
 
 
 
 
 

賄
夫
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
坪 

 
 

 
 

 

外
に
三
階 

 
 
 
 
 
 
 
 

六
坪 

 
 
 
 
 
 
 
 

書
記
住
宅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
坪
五
合 

 
 

 
 

 

書
庫
二
階
建 

 
 
 
 
 
 

十
五
坪
七
合
五
勺 

 
 
 
 

井
戸
屋
形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
坪 

 
 

 
 

 

物
理
教
室
準
備
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

便
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
坪 

 
 

 
 

 

標
本
室
工
作
室 

平
屋 

 

九
十
二
坪
二
合
五
勺 

 
 
 
 

渡
廊
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
坪 

 
 

 
 

 

講
堂
平
屋 

 
 
 
 
 
 
 

六
十
坪 

剣
道
及
柔
道
室 

 
 
 
 

五
十
七
坪
五
合 

 
 
 
 
 
 

舎
監
住
宅 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
九
坪 

 
 

 
 

 

屋
内
体
操
場
及
銃
器
室 

 

六
十
七
坪
五
合 

 
 
 

一
、
敷
地
費 

 

三
万
七
千
二
百
六
十
四
円
六
十
七
銭 

予
備
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
坪 

 
 
 
 
 

一
、
建
築
費 

 

二
十
万
円 

 
 

 
 

 

便
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
四
坪 

 
 

 
 

 

渡
り
廊
下 

 
 
 
 
 
 
 
 

七
坪
五
合 

 
 

 
 

 

廊
下 

 
 
 
 
 
 
 
 

八
十
四
坪
七
合
五
勺 

 
 

昭
和
五
年
十
一
月
五
日
印
刷 

昭
和
五
年
十
一
月
八
日
發
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
佐
中
學
校 


